
古紙配合率 １００％再生紙を使用しています。
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１２／１５平成１６年

（４２減）７７,６３１人　口
（８減）３８,９４７　　男
（３４減）３８,６８４　　女
（１０減）３７,５２５世帯数

１２月１日現在　推計（前月比）

市
内
の
福
祉
施
設
へ
の
送
迎
を
目
的
と
し
た
狛
江
市

福
祉
バ
ス
み
ど
り
号
が
運
行
を
開
始
し
ま
し
た

小
学
生
の
下
校
時
等
に
お
け
る
安
全
の
確
保
に
重
点

を
置
い
た
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

６月２０日に行われた狛江市長選挙で矢野ゆたか
氏が再選されました

谷戸橋地区センター（愛称かわせみ館）が、東野
川４丁目にオープンしました

新潟県中越地震によって「ふるさと友好都市」川
口町が甚大な被害を受けました。市では地震の翌
日から救援に向け出発しました
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日 

消
防
団
出
初
式

１１

 

　

日 

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス（
電
子
証
明
書
の
発
行
）の
開
始

２９

��

�

 

２
日 

市
内
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
開
始

��

�

 

１
日 

公
民
館
を
組
織
と
し
て
統
合

 

 

狛
江
調
布
保
健
所
が
廃
止
さ
れ
多
摩
府
中
保
健
所
に
再
編

 

 

市
内
を
循
環
す
る
福
祉
バ
ス
「
み
ど
り
号
」
の
運
行
を
開

始

 

 

中
和
泉
２
丁
目
に
知
的
障
害
者
生
活
寮「
れ
も
ん
」が
開
設

 

 

４
つ
の
中
学
校
で
２
学
期
制
を
試
行

 

 

第
一
小
学
校
で
新
子
ど
も
フ
リ
ー
プ
レ
イ
を
試
行

 

６
日 

情
緒
障
害
学
級
と
し
て
第
三
小
学
校
に「
ひ
ま
わ
り
学
級
」、

第
二
中
学
校
に
「
く
す
の
き
学
級
」
を
開
設

 

　

日 

道
路
や
公
園
等
の
清
掃
・
美
化
活
動
を
市
民
と
協
働
で
行

２０

う
ア
ド
プ
ト
制
度
の
創
設

��

�

 

６
日 

小
・
中
学
生
に
防
犯
ブ
ザ
ー
の
無
料
貸
し
出
し
を
開
始
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�

 

　

日 

市
長
選
挙

２０

 

　

日 

狛
江
教
育
発
祥
の
地
「
記
念
碑
」
の
除
幕
式

３０

��

�

 

１
日 

東
野
川
４
丁
目
に
谷
戸
橋
地
区
セ
ン
タ
ー
を
開
設

３
・
４
日 

狛
江
ほ
お
ず
き
夏
祭
り

 

　

日 

狛
江
古
代
カ
ッ
プ
第　

回
多
摩
川
い
か
だ
レ
ー
ス

１８

１４

 

　

日 

狛
江
市
花
火
大
会
・
灯
ろ
う
流
し

２８

��

�

 

　

日 

狛
江
市
総
合
防
災
訓
練

２９

 

　

日 

財
政
危
機
に
つ
い
て
市
長
が
緊
急
宣
言

３１

��

�

 

　

日 

第
二
・
第
七
小
学
校
の
統
合
新
校
の
名
称
が
「
緑
野
小
学

３０

校
」
に
決
定

�
�

�

��
 

１
日 

日
曜
日
お
よ
び
水
曜
日
夜
間
に
各
種
証
明
書
の
発
行
な
ど

を
行
う
窓
口
を
試
行

 

 

調
布
・
日
野
・
多
摩
・
稲
城
と
共
同
で
調
布
に
多
摩
南
部

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
を
開
設

 

　

日 

行
財
政
基
盤
確
立
の
た
め
の
緊
急
行
動
計
画
策
定

１９

 

　

日 

新
潟
県
中
越
地
震
発
生
。
翌
日
か
ら
「
ふ
る
さ
と
友
好
都

２３

市
」
川
口
町
へ
の
救
援
活
動
を
開
始

�
�

�

��
 

９
日 

狛
江
駅
北
口
に
「
緑
の
三
角
広
場
」
が
開
園

 

　

日 

第　

回
狛
江
市
民
ま
つ
り

１４

２８
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広報こまえ　平成１６年（２００４年）１２月１５日　�

�����

�����

����� ５４３２１３１３０２９２８２７

水火月日祝金木水火月

市 役 所

�
�
�
�
�

１２月２９日�～１月３日�は、休日診療のみ実施しています。保 健 セ ン タ ーあ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

障 害 者 福 祉 セ ン タ ー

老 人 福 祉 セ ン タ ー

高齢者在宅サービスセンター

ごみの収集については、下記 （年末年始のごみ情報） 参照ビン・缶リサイクルセンター

料金の収納精算、水道栓の開閉なども休みます。水 道 課

市 立 保 育 園�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

１２月２８日�は午後５時から休所します。学 童 保 育 所

和 泉 児 童 館

１２月２８日�、１月４日�の遊戯室開放はお休みです。岩 戸 児 童 セ ン タ ー

中 央 公 民 館

�
�
�
�

�
�
�
�

１２月２４日�～１月７日�の間、学習情報室はシステム工事のた
め休室します。西 河 原 公 民 館

１２月２４日�～１月７日�の間はシステム工事のため休館します。中 央 図 書 館
１２月２４日�～１月７日�の間、地域センター図書室は、システ
ム工事のため休室します。地 域 ・ 地 区 セ ン タ ー

３月分の抽選日は１月７日�です。１２月２８日�および１月４日
�は受付事務はできます（券売機は利用できません）。市 民 総 合 体 育 館

�
�
�
�
�
�
�

３月分の抽選日は１月７日�です。西 和 泉 体 育 館

市 民 テ ニ ス コ ー ト
３月分の抽選日は１月７日�です。１２月２９日�～１月３日�の
午前１０時～午後４時の時間帯は 、 グランドを個人開放します。市 民 グ ラ ン ド

３月分の抽選日は１月７日�です。グ ラ ン ド ・ ふ れ あ い 広 場

１月１日�は開園、６日�は休園します。む い か ら 民 家 園
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年
末
年
始
の
ご
み
収
集
は
、
ご
み

カ
レ
ン
ダ
ー
の
と
お
り
で
す
。
ご
み

カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
狛
江
市
ビ
ン
・
缶

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
、
市
民
課
に

あ
り
ま
す
。
な
お
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

〔
植
木
せ
ん
定
枝
の
申
し
込
み
〕

　

せ
ん
定
し
た
枝
の
年
内
収
集
の
受

け
付
け
は
、　

月　

日
�
ま
で
で
す
。

１２

２７

　

日
�
受
け
付
け
分
は
平
成　

年
１

２８

１７

月
７
日
�
収
集
と
な
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
清
掃
課

〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
診
療
日
〕　

日
・　

日
・　

日
・

１９

２３

２６

　

日
・　

日
・　

日
・
１
月
１
日
・

２９

３０

３１

２
日
・
３
日
・
４
日

〔
受
付
時
間
〕
午
前
９
時
〜　

時　
１１

３０

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分
３０

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

○
狛
江
消
防
署

　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
ひ
ま
わ
り

　
　

�
（
５
２
７
２
）
０
３
０
３　

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
トh

ttp://w
w
w
.

h
im
aw
ari.m

etro.tokyo.jp/
 ■民生・児童委員一覧（１２月１日現在）

担　当　区　域電話番号住　　　所氏　名担　当　区　域電話番号住　　　所氏　名

中和泉２丁目全域（３４８９）１４１６中和泉２－１６－２大久保哲夫西野川１丁目全域（３４８９）７２３８西野川１－１５－７鈴木　紀夫

中和泉３丁目１～３０番（３４８０）５８９１中和泉３－２２－１５藤井　佳子西野川２丁目１～３３番（３４８９）１０６３西野川２－８－１武藤　孝行

中和泉３丁目３１～３６番、中和泉４丁目全域（３４３０）６１２０中和泉４－１８－４�   治 美西野川３丁目全域、西野川４丁目１～１３番（３４８０）５７９６西野川４－１－１３冨永登美子

中和泉５丁目１～２１番（３４８８）０１３１中和泉５－１－７荒井　米子西野川２丁目３４～４１、西野川４丁目１４～４２番（３４８０）０３９２西野川４－２５－３鈴木サダエ

中和泉５丁目２２～４３番（３４８９）００６９中和泉５－２５－１５名古屋　弘和泉本町１丁目１～９番、３５番、３７番（３４８０）４５９２和泉本町１－６－２０橋井　節子

西和泉１丁目１～１４番、１６番０４２４（８４）４７９６西和泉２－１－３０１中川　嘉保和泉本町１丁目３６番（セントラルハイツ）（３４３０）２７５６和泉本町１－３６－３－３０８島�　洋子

西和泉１丁目１５番、２丁目全域０４２４（８６）８５０６西和泉２－８－５０３二見　　延和泉本町１丁目１０～３４番（３４８０）２５１５和泉本町１－２４－８野田　孝幸

元和泉１丁目全域（３４８８）４４２９元和泉１－１２－１市川　　衛和泉本町２丁目全域（３４８０）７２６０和泉本町２－３０－８羽田 ミサト

元和泉２丁目全域（３４８０）８９３３元和泉２－３２－１寺田　功江和泉本町３丁目１～２５番社会福祉課まで連絡

元和泉３丁目全域、東和泉４丁目５～１１番（３４８８）５７８０元和泉３－１４－１１佐藤まり子和泉本町３丁目２７～３９番、４丁目１～６、８番（３４８９）７０６１和泉本町３－３４－２２稗田トキ子

東和泉１丁目６～２８番、２丁目１～５番（３４８９）６３４３東和泉１－６－１４絹山　　功和泉本町４丁目７番１～１１号、１０番（３４８９）２１７９和泉本町４－７－５－２０４安武 　俊克

東和泉１丁目２９～３６番、２丁目６～２０番（３４８９）７３４７東和泉２－１７－３吉岡　長利和泉本町４丁目７番１２～１９号、５１号、１１番（３４８８）０１４９和泉本町４－７－３－４０２中島けい子

東和泉３丁目全域、４丁目１～４番（３４８０）２４２１東和泉３－８－６土本　重美和泉本町４丁目７番２０～２３号、４１～５０号（３４８８）１７６６和泉本町４－７－４１－２０１町田紀美子

猪方１丁目全域、２丁目５～１８番（３４３０）６１２１猪方１－３－２２猪狩　敬子和泉本町４丁目７番２４～２８号、３６～４０号（３４８０）４３６９和泉本町４－７－３７－５０５鈴木いつ子

猪方２丁目１～４番、３丁目１～１３番、１７～１９番、２１～２４番（３４８９）２７２７猪方２－４－５栗原美津江和泉本町４丁目７番２９～３５号、９番（３４８０）３５１１中和泉５－１０－１８松岡 　清恵

猪方３丁目１４～１６番、２０番、２５～４１番（３４８０）０５９２猪方４－１－１６伊藤　和子岩戸北１丁目全域（３４８９）４９１２岩戸北１－２０－５三角佐智子

猪方２丁目１９～２６番、猪方４丁目全域（３４８０）８３３２猪方３－５－４大野　幸子岩戸北２丁目全域（３４８０）１０８７岩戸北２－９－１４田中　麗子

駒井町１丁目全域、２丁目１～４番社会福祉課まで連絡岩戸北３丁目１～１４番（３４８０）０３７０岩戸北３－８－６三角佳千代

駒井町２丁目５～３６番（３４８０）９９２４駒井町２－１５－１４内山　章三岩戸北３丁目１５～２３番、東和泉１丁目１～５番（３４８０）０８６４東和泉１－１０－９田中　一枝

駒井町３丁目全域（３４８０）８６０７駒井町３－１５－７松坂　峯作岩戸北４丁目全域（３４８９）１６６２岩戸北４－１９－１１西山　偕子

岩戸南１丁目全域（３４８９）００９２岩戸南１－３－１０土屋　守夫東野川１丁目１～１１番、３１～３６番、４丁目１４～１６番（３４８８）２７６０東野川１－２４－１０大野　和子

岩戸南２丁目１～１５番（３４８９）７３２０岩戸南２－８－１２若松　博子東野川１丁目１２～３０番（３４８８）３４２３東野川１－２０－２４上田　育三

岩戸南２丁目１６～２７番、３丁目１３～２７番社会福祉課まで連絡東野川２丁目全域、３丁目１～１４番（３４８０）５８０３東野川３－３－３矢野千重子

岩戸南３丁目１～１１番（５４３８）２４２６岩戸南３－１４－２７�山　里美東野川３丁目１５～２２番（３４８８）０８１６東野川３－１５－４－８１６�橋　紀子

岩戸南４丁目全域（３４８９）３０１１岩戸南４－６－２湯浅千賀子東野川４丁目１～１３番、１７～３０番（３４８９）６４５１東野川４－１９－６�木　和江

主任児童委員（３４８９）２６２１中和泉１－１８－１５飯田　清孝主任児童委員（３４８９）２７７２西野川２－２５－１冨永　茂和

主任児童委員（３４８９）４６１８元和泉２－７－２２谷田部田美子主任児童委員（３４８８）１５３８岩戸北４－２－３３曾我　光夫

中和泉１丁目全域（３４８９）３８３７中和泉１－４－２５梅澤芙佐子
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�　広報こまえ　平成１６年（２００４年）１２月１５日

着
こ
な
し

　

ふ
だ
ん
の
衣
生
活
の
主
流
が
、
和

服
か
ら
洋
服
へ
と
移
り
か
わ
り
、
そ

の
仕
立
て
、
着
方
、
管
理
等
々
、
大

き
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
暮
ら
し
の

中
で
は
、
何
気
な
く
使
わ
れ
て
い
た

こ
と
ば
も
、
わ
か
り
に
く
く
な
っ
て

い
る
も
の
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
左
前
は
仏
の
着
方
〉　

着
物
の
着

方
で
、
子
ど
も
の
こ
ろ
、
母
親
か
ら

最
初
に
言
わ
れ
た
の
は
、「
左
前
に
着

る
も
の
じ
ゃ
な
い
、
左
前
は
仏
さ
ま

の
着
方
だ
よ
。
死
ん
だ
人
の
着
物
の

着
方
だ
よ
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

〈
お
び
ひ
ろ
ま
え
〉　

前
を
は
だ
け

て
着
る
と
か
、
紐
だ
け
で
帯
を
結
ば

ぬ
な
ど
と
い
う
、
し
ど
け
な
い
着
方

は
、
戒
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の

よ
う
な
着
方
は
、
オ
ビ
ヒ
ロ
マ
エ
、

オ
ビ
ヒ
ロ
ハ
ダ
カ
な
ど
と
い
わ
れ
、

帯
が
ゆ
る
ん
で
締
ま
り
の
な
い
格
好

に
も
使
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
の
着

物
の
付
け
紐
が
と
れ
て
し
ま
っ
た
時

な
ど
、
と
り
あ
え
ず
三
尺
（
へ
こ
帯
）

だ
け
で
し
め
て
や
る
と
、
す
ぐ
に
前

が
は
だ
け
て
き
ま
す
。「
オ
ビ
ヒ
ロ
メ

エ
じ
ゃ
い
げ
ね
え
よ
。
早
く
付
け
ひ

ぼ
を
つ
け
て
や
り
な
。
親
の
心
持
ち

が
分
か
る
っ
て
、
世
間
さ
ま
に
言
わ

れ
る
か
ら
」
と
、
姑
に
言
わ
れ
た
と

い
う
人
も
あ
り
ま
す
。

〈
オ
ビ
ン
ズ
ル
さ
ま
の
よ
う
〉　

着

物
の
裾
が
前
下
が
り
に
な
っ
て
い
る

と
、「
オ
ビ
ン
ズ
ル
さ
ま
の
よ
う
だ
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。病
気
治
癒
の「
撫

で
仏
」
と
し
て
信
仰
さ
れ
る
お
賓
頭

廬
さ
ま
の
像
は
、
衣
の
前
裾
が
垂
れ

下
が
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
い
い
ま
す
。

〈
ぬ
き
え
も
ん
〉　

襟
を
後
ろ
に
引

き
下
げ
て
、
襟
首
を
広
く
出
す
着
方

の
抜
き
衣
紋
は
、
ヌ
キ
エ
リ
と
も
よ

ば
れ
ま
す
。「
い
や
だ
ね
ぇ
、
あ
ん
な

に
襟
ぃ
落
っ
こ
と
し
て
。
あ
の
人
は

ヌ
キ
エ
リ
に
着
て
い
る
よ
」
な
ど
と

陰
で
言
わ
れ
た
も
の
で
す
。
ぬ
き
え

も
ん
に
対
し
、
襟
を
前
へ
引
き
つ
め

る
よ
う
に
し
て
着
る
の
が
、
ゼ
ニ
ク

ビ
（
銭
首
）
で
す
。「
お
前
、
ゼ
ニ
ッ

ク
ビ
だ
よ
、
直
し
な
よ
」。

〈
裾
を
肩
に
結
ぶ
〉　

尻
っ
ぱ
し
ょ

り
を
通
り
越
し
て
、
肩
の
あ
た
り
ま

で
裾
を
上
げ
て
結
ぶ
の
で
、
裾
を
か

ら
げ
て
大
い
に
働
く
様
子
。
一
方
、

裾
を
長
く
引
き
ず
る
オ
ヒ
キ
ズ
リ
は
、

不
精
で
だ
ら
し
な
い
人
の
こ
と
に
も
。

〈
し
ょ
ち
ふ
り
す
る
〉　

あ
れ
こ
れ

着
飾
っ
て
格
好
つ
け
て
い
る
と
、「
あ

ん
な
に
シ
ョ
チ
フ
リ
し
て
ぇ
」
と
言

わ
れ
ま
す
。
シ
チ
フ
リ
と
も
。

〈 
三
十
振
袖 　

四
十
島
田

      

〉　 地
味

さ
ん
じ
ゅ
う
ふ
り
そ
で 
し
じ
ゅ
う
し
ま
だ

な
身
な
り
を
す
る
分
に
は
よ
い
が
、

年
に
似
合
わ
ぬ
若
づ
く
り
の
格
好
を

す
る
と
言
わ
れ
た
も
の
で
し
た
。

〈
立
て
ば
立
ち
臼
〉　
「
立
て
ば
芍
薬
、

座
れ
ば
牡
丹
、歩
む
姿
は
百
合
の
花
」

を
も
じ
っ
て
、着
姿
の
悪
い
人
を「
立

て
ば
立
ち
臼
、
座
れ
ば 
磨 
り
臼
、
歩

す

む
姿
は
モ
グ
ラ
モ
チ
」。

〈
東
海
道
五
十
三
次
〉　

つ
ぎ
は
ぎ

の
多
い
着
物
の
こ
と
。「
な
に
し
ろ
、

五
十
三
次
の
着
物
だ
か
ら
」。

〈
四
十
一
枚

      

の
着
物
〉　

い
つ
も
同

し
じ
ゅ
う
い
ち
ま
い

じ
の
着
物
。
ふ
だ
ん
着
の
こ
と
も
。

〈
着
物
は
寒
く
な
い
ほ
ど
に
〉　

着

物
は
、
そ
ん
な
に
数
を
持
た
な
く
て

も
い
い
。
余
分
に
持
っ
て
も
、
た
ん

す
の
肥
や
し
に
な
る
と
い
う
戒
め
。

　

お
正
月
を
間
近
に
ひ
か
え
て
、
着

こ
な
し
な
ど
の
言
い
な
ら
わ
し
を
、

少
々
紹
介
し
て
み
ま
し
た
。

　
　

中　

島　

惠　

子

（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）

▽
日
曜
窓
口

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
前
８
時　

１２

２６

３０

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
（
正
午
か
ら

午
後
１
時
ま
で
は
除
く
）

▽
夜
間
窓
口

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
７
時
ま

１２

１５

で〔
場
所
〕
２
階
収
納
課

　

な
お
平
成　

年
度
固
定
資
産
税
・

１６

都
市
計
画
税
（
第
３
期
分
）、
国
民
健

康
保
険
税
（
第
６
期
分
）、
介
護
保
険

料
（
第
６
期
分
）
は
、　

月　

日
�

１２

２７

ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
収
納
課

　
　

月　

日
現
在
で
行
い
ま
す
。

１２

３１

　

調
査
を
お
願
い
す
る
製
造
事
業
所

に
は
、
平
成　

年
１
月
末
に
か
け
て

１７

調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
内
容
に
つ
い
て
は
、

統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
は
保
護
さ
れ

ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
総
務
防
災
課

　

○親
 

医
療
証
が
平
成　

年
１
月
１
日

１７

か
ら
変
わ
り
ま
す
。
新
し
い
○親
 

医
療

証
が
交
付
さ
れ
る
方
は
、
平
成　

年
１６

に
○親
 

医
療
証
を
お
持
ち
で
、
平
成　
１５

年
中
の
所
得
が
別
表
の
所
得
制
限
基

準
額
未
満
の
方
で
す
。
た
だ
し
、
平

成　

年
中
の
現
況
届
未
提
出
者
は
交

１６
付
さ
れ
ま
せ
ん
。
１
月
１
日
以
降
に

病
院
や
診
療
所
で
診
療
を
受
け
る
と

き
は
、
必
ず
新
し
い
○親
 

医
療
証
と
健

康
保
険
証
を
一
緒
に
窓
口
へ
お
出
し

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
新
し
い
○親
 

医
療
証
は
今
月

下
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。
期
限
の
過

ぎ
た
○親
 

医
療
証
は
保
険
年
金
課
へ
返

却
く
だ
さ
い
（
郵
送
可
）。

〔
対
象
〕
市
内
に
住
所
を
有
し
、
国

民
健
康
保
険
ま
た
は
社
会
保
険
に
加

入
し
て
い
る
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
の

母
ま
た
は
父
お
よ
び
児
童
で
別
表
の

所
得
制
限
基
準
額
未
満
の
世
帯

〔
申
請
手
続
き
〕
�
健
康
保
険
証
�

印
鑑
�
児
童
扶
養
手
当
証
書
�
身
体

障
害
者
手
帳
・
愛
の
手
帳
（
�
・
�

は
交
付
さ
れ
て
い
る
方
）

※
戸
籍
謄
本
、
市
・
都
民
税
課
税
証

明
書
等
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

〔
応
募
資
格
〕
市
内
在
住
者
で
平
日

午
後
の
会
議
に
出
席
で
き
る
方

〔
募
集
人
員
〕
８
人
以
内

〔
任
期
〕
２
年
（
平
成　

年
２
月　

１７

２１

日
か
ら　

年
２
月　

日
ま
で
）

１９

２０

〔
応
募
方
法
〕
平
成　

年
１
月　

日

１７

２０

�
ま
で
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

お
よ
び
作
文
「
環
境
問
題
に
つ
い
て

思
っ
て
い
る
こ
と
」
を
８
０
０
字
以

内
に
ま
と
め
持
参
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）
ま
た
は
郵
送
（
必
着
）。

※
提
出
書
類
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

〔
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
〕
環
境
改

善
課
へ
。

　

雨
水
浸
透
ま
す
と
は
、
屋
根
に

降
っ
た
雨
水
を
下
水
道
や
川
に
流
さ

ず
に
地
下
に
浸
透
さ
せ
る
た
め
の
も

の
で
す
。

　

雨
水
浸
透
ま
す
を
設
置
す
る
方
は
、

工
事
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
手

続
き
は
狛
江
市
指
定
下
水
道
工
事
店

が
行
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
環
境
改
善
課

〔
日
時
〕
平
成　

年
１
月
７
日
�
午

１７

後
２
時
か
ら
４
時　

分
ま
で

３０

〔
会
場
〕
エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル

〔
講
師
〕
水
谷
修
さ
ん

〔
内
容
〕「
夜
回
り
先
生
」
と
し
て
子

ど
も
の
内
面
の
問
題
、
彼
ら
を
支
え

る
べ
き
私
た
ち
大
人
や
社
会
の
問
題

〔
問
い
合
わ
せ
〕
指
導
室

　

平
成　

年
１
月
４
日
�
か
ら
平
日

１７

午
後
４
時
（
現
行
５
時
）
ま
で
と
な

り
ま
す
。
午
後
４
時
か
ら
５
時
ま
で

の
税
関
係
は
収
納
課
、
そ
の
ほ
か
は

会
計
課
で
取
り
扱
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
時
間
内
の
自
動
車
税

や
事
業
税
等
の
都
税
の
収
納
は
取
り

扱
い
が
で
き
ま
せ
ん
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
会
計
課

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
２
時
か
ら

１２

２５

〔
会
場
〕
４
階
特
別
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
財
政
課

〔
日
時
〕
平
成　

年
１
月
７
日
�
午

１７

後
７
時
か
ら

〔
会
場
〕
狛
江
市
役
所
小
田
急
線
高

架
下
分
室
１
０
３
・
１
０
４
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
計
画
課

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
６
時　

１２

２２

３０

分
か
ら

〔
会
場
〕
３
０
１
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
７
時
か
ら

１２

２０

〔
会
場
〕
３
０
４
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課

�
第
４
回
狛
江
市
補
助
金
検
討
委
員

会�
狛
江
市
社
会
教
育
委
員
の
会
議

市
税
・
介
護
保
険
料
の
納
付

お
よ
び
相
談
窓
口

－その１３１－

　

平
成　

年
度
狛
江
市
技
能
お
よ

１６

び
農
業
功
労
者
表
彰
式
が
、　

月
１１

　

日
�
に
市
役
所
で
行
わ
れ
、
次

２３の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

永
年
狛
江
市
内
で
技
能
の
研
さ

ん
に
励
み
、
他
の
技
能
者
の
模
範

と
認
め
ら
れ
る
方

（
写
真
後
列
右
か
ら
）

▽
富
永
豊
さ
ん
（
西
野
川
四
丁
目

在
住
・
大
工
技
能
）

▽
松
坂
敏
夫
さ
ん
（
岩
戸
南
四
丁

目
在
住
・
大
工
技
能
）

▽
�
橋
忠
司
さ
ん
（
駒
井
町
二
丁

目
在
住
・
鳶
土
木
技
能
）

（
写
真
前
列
右
か
ら
）

▽
小
川
武
夫
さ
ん
（
猪
方
三
丁
目

在
住
・
理
容
技
能
）

▽
知
花
孫
助
さ
ん
（
和
泉
本
町
四

丁
目
在
住
・
自
転
車
整
備
技
能
）

　

永
年
狛
江
市
内
で
農
業
に
従
事

さ
れ
、
他
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る

方▽
栗
原
ヒ
ロ
子
さ
ん
（
猪
方
二
丁

目
在
住
）

▽
冨
永
和
昌
さ
ん
（
西
野
川
四
丁

目
在
住
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
秘
書
広
聴
課

�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

��

 ■所得制限基準額
※所得から控除できるもの
 １． 雑損
 ２． 医療費
 ３． 障害者・特別障害者
 ４． 社会保険料
  （一律８０,０００円）
 ５． 小規模企業共済等掛金
 ６． 老年者
 ７． 寡婦（夫）・特別寡婦
  （父・母を除く）
 ８． 配偶者特別
 ９． 勤労学生

所得制限基準額扶養者の数

１,９２０,０００円０人

２,３００,０００円１人

２,６８０,０００円２人

３,０６０,０００円３人

３,４４０,０００円４人

　
　

農
業
功
労
者

　
　

技
能
功
労
者

�
狛
江
市
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

�
狛
江
市
青
少
年
委
員
の
会
議

平
成　

年
工
業
統
計
調
査

１６

第　

回
狛
江
の
子
ど
も
た
ち

１１
を
考
え
る
講
演
会

環
境
保
全
審
議
会
の
市
民
委

員
募
集

○親
 

医
療
証
が
新
し
く
な
り
ま

す

指
定
金
融
機
関
市
役
所
内
派

出
所
の
窓
口
時
間
変
更

雨
水
浸
透
ま
す
の
設
置
に
協

力
を
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平成１５年度�����������
���������������������

　平成１５年度の決算がまとまり、９月開催の狛江
市議会第３回定例会に提出されました。
　１５年度の主な事業は表のとおりで、各会計の決
算の概況は次のとおりです。

■一般会計
　歳入歳出決算額の内訳は、円グラフ（一般会計
決算の状況）および表（各会計決算の状況）のと
おりで、歳入決算額は、２２８億６，２９２万円となり
ました。これを前年度と比較すると、２億１２０万
円（０．９％）の増となっています。歳入の主なもの
は市税が最も多く、全体の４７．０％を占め、次いで、
市債、都支出金、国庫支出金の順になっています。
　また、歳出決算額は２２２億８，９９２万円で、前年
度と比較して１億２，９９３万円（０．６％）の減となり、
民生費が３３ . ３％を占めて一番多く、次いで公債費、
衛生費、総務費、土木費の順になっています。

■特別会計
　各特別会計の歳入歳出決算額は、表（各会計決
算の状況）のとおりです。
　特別会計全体の決算額は、歳入が１６４億４，５０７
万円、歳出が１６７億２，７１３万円となっています。
歳出で国民健康保険が１２．７％、介護保険が１６．６％
の増となっており、老人保健医療が０．７％、公共
下水道が３．９％、駐車場事業が１．４％、受託水道事
業が２７．３％の減となっています。
〔問い合わせ〕財政課

事 業 名施策名
調布都市計画道路３・４・４号線整備費（第一工区）市

街
地
の

道
路
基
盤

づ
く
り

調布都市計画道路３・４・１６号線整備費（岩戸北）
道路新設改良費
第４次基本計画策定計

画
的
な

土
地
利
用 都市計画審議会関係費

弁財天池緑地管理費水
と
緑
の

環
境
づ
く
り

都市公園維持管理費
前原公園整備費
生垣造成補助
消防施設整備費安

全
で
便
利
な

生
活
環
境

づ
く
り

災害対策関係費
分団関係費
自転車整理関係費
交通安全施設整備費
公害対策費

循
環
型

社
会
づ
く
り

水辺の楽校推進
ごみ減量対策費
管渠整備費（公共下水道）
雨水浸透ますの設置（公共下水道）
原水及び浄水施設費（上水道）
健康相談健

康
な
生
活
環
境
の

基
盤
づ
く
り

無料健康相談
健康診査
１歳６カ月児健康診査
母子保健事業関係費
健康増進
定期予防接種
介護保険導入に伴う一部負担軽減

豊
か
な

福
祉
環
境

づ
く
り

障害者（児）ホームヘルパー研修
地域福祉推進事業補助
在宅介護支援センター

誰
も
が
安
心
し
て
生
き
生
き
と

暮
ら
せ
る
福
祉
の
展
開

生きがい対応型デイサービス
福祉サービス総合支援事業
ひとり親家庭等医療費助成
ひとり親家庭介護料助成及びホームヘルプサービス
障害者福祉センター
居宅介護（ホームヘルプ）
知的障害者生活寮
精神障害者グループホーム関係費
子ども家庭在宅サービス事業費
児童館管理運営委託
乳幼児医療費助成
ファミリーサポート事業費
在宅ねたきり高齢者訪問歯科診療
国際理解教育促進

生

涯

学

習

環

境

づ

く

り

情報教育推進事業費
中学校給食費
総合学習推進
子どもへの暴力防止
学校開放
少人数授業講師派遣
こまえ市民大学
市民健康レクリエーション
少年少女スポーツ振興
ブックスタート事業
古民家園管理運営費ふ

れ
あ
い
の
文
化
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
環
境
づ
く
り

文化財保護関係費

郷土芸能保存会補助

ふるさと交流推進事業関係費

コミュニティ活動活性化助成

主 な 事 業

 歳                 出           歳               　入　　　区分

会計名
対前年度　増△減

決   算   額
対前年度　増△減

決   算   額
    率金       額率金       額

△０.６△１億２,９９３２２２億８,９９２０.９２億　１２０２２８億６,２９２一 般 会 計

４.２６億７,３３０１６７億２,７１３２.５３億９,３５３１６４億４,５０７特 別 会 計 合 計

１２.７６億７,７６０６０億　２１５８.０４億２,０７６５６億８,３０６国民健康保険特別会計

△０.７△３,７６２５４億３,６５８△３.２△１億７,５９１５３億２,９８７老人保健医療特別会計

１６.６３億８,７４２２７億２,３０７２１.３４億９,６６１２８億３,３５０介 護 保 険 特 別 会 計

△３.９△７,０８３１７億３,６８４△３.５△６,４６６１７億７,０１５公共下水道特別会計

△１.４△１０９７,７３４△１.４△１０９７,７３４駐車場事業特別会計

△２７.３△２億８,２１８７億５,１１５△２７.３△２億８,２１８７億５,１１５受託水道事業特別会計

１.４５億４,３３７３９０億１,７０５１.５５億９,４７３３９３億   ７９９合　　計

各会計決算の状況 （単位：万円、％）

　

よ
り
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

目
指
し
、
平
成　

年
１
月
４
日
�
か

１７

ら
「
水
道
料
金
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
」
を
導
入
し
ま
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
お
客
さ

ま
番
号
お
よ
び
口
座
振
替
日
等
が
変

更
に
な
り
ま
す
（　

月
ま
た
は　

月

１１

１２

の
検
針
時
に
配
布
す
る
「
ご
使
用
量

の
お
知
ら
せ
」
の
下
部
に
印
字
し
て

あ
り
ま
す
）。

　

１
月
以
後
の
検
針
か
ら
新
お
知
ら

せ
票
に
「
ご
使
用
量
」
の
ほ
か
に

「
今
回
料
金
」
を
同
時
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

納
入
通
知
扱
い
の
方
は
、
料
金
の

請
求
が
数
日
早
く
な
り
ま
す
（
検
針

日
の
翌
日
か
ら
約
３
日
後
に
「
納
入

通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
）。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
振

替
日
が
変
更
に
な
り
ま
す
（
検
針
日

よ
り
約　

日
後
の
偶
数
日
）。

１２

　

１
月
以
降
は
、
前
回
料
金
振
替
済

金
額
お
よ
び
口
座
振
替
予
定
日
も
通

知
し
ま
す
。
ま
た
、
申
し
込
み
に
よ

る
指
定
日
（
偶
数
日
）
を
口
座
振
替

日
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
（
申
込
用
紙
は
、

水
道
課
お
よ
び
会
計
課
に
置
い
て
あ

り
ま
す
）。

　

詳
細
は
、
検
針
時
に
配
布
す
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
導
入
の

お
知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
水
道
課
�
（
３
４

８
０
）
０
２
０
１

　

国
民
年
金
の
保
険
料
が
電
子
納
付

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

電
子
納
付
と
は
、
従
来
の
社
会
保

険
事
務
所
や
金
融
機
関
の
窓
口
で
の

納
付
手
続
き
に
加
え
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
て
保
険
料
の
納

付
を
可
能
と
す
る
も
の
で
す
。

　

納
入
告
知
書
に
は
、
電
子
納
付
対

応
で
あ
る
こ
と
の
「
Ｐ
ａ
ｙ
―
ｅ
ａ

ｓ
ｙ
（
ペ
イ
ジ
ー
）
マ
ー
ク
」
が
表

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

〔
電
子
納
付
の
方
法
〕
電
子
納
付
に

対
応
し
て
い
る
金
融
機
関
で
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
、
モ
バ
イ

ル
バ
ン
キ
ン
グ
、
テ
レ
フ
ォ
ン
バ
ン

キ
ン
グ
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
よ
り
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
納
付
す
る

場
合
に
は
、
Ｐ
ａ
ｙ
―
ｅ
ａ
ｓ
ｙ
に

対
応
し
て
い
る
金
融
機
関
と
の
利
用

契
約
（
申
し
込
み
）
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

※
金
融
機
関
ご
と
に
利
用
で
き
る
方

法
や
利
用
時
間
等
が
異
な
り
ま
す
。

詳
細
は
各
金
融
機
関
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
納
付
手
続
き
の
際
に
、
納
入
告
知

書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
収
納
機
関
番

号
、
納
付
番
号
、
確
認
番
号
の
入
力

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２
（
３
６
１
）
１
０
１

１
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事 業 名施策名

市民参加と市民協働に関する審議会関係費互
い
に
知
り
認
め

合
う
環
境
づ
く
り

国際化推進

女性施策推進

ＮＰＯ情報誌関係費

商工振興補助地
域
産
業

の
振
興

農業振興関係費

市民農園関係費

消費経済対策費市
民
の

消
費
生
活 不況雇用対策事業



�　広報こまえ　平成１６年（２００４年）１２月１５日

平成１６年度�����������������
�������������������

　市の財政の実態を、市民の皆さんに広く正しく理解していただ
くため、年２回（６月と１２月）財政状況を公表しています。
　今回は、平成１６年度上半期（平成１６年９月３０日現在）の財政
状況についてお知らせします。

■一般会計
　１６年度の当初予算額は２４３億３，１００万円でしたが、その後３回
の補正により５，５６２万円を増額して、繰越事業分の１，１３５万円を
含めた予算現額は２４３億９，７９７万円となっています。
　これを歳入と歳出に分けると、その内訳は円グラフ（一般会計
予算執行済額の内訳）および表（各会計予算の執行状況）のとお
りです。
　収入済額は１２５億３，５６２万円で、予算現額に対し５１．４％の収入率
になっています。収入の主なものは、市税が最も多く、収入済額全体の
４７．６％を占め、次いで、市債、地方交付税、国庫支出金、繰越金の順
になっています。
　また、支出済額は１０７億６，６９８万円で、予算現額に対し４４．１％
の支出率になっています。支出の主なものは、民生費が最も多く、
支出済額全体の２８．４％を占め、次いで、公債費、衛生費、総務費、
教育費、消防費の順になっています。

■特別会計
　１６年度上半期の各特別会計予算の執行状況は、表（各会計予算の
執行状況）のとおりです。
〔問い合わせ〕財政課

　　３２１,３１５�土　地
　　１２７,５４７�建　物

基　金
２億９,６７１万円財政調整基金　　�

１,３６６万円減債基金　　�
１,４１４万円清掃施設建設基金　　�
５１７万円保健福祉施設等建設基金　　�
８２５万円都市整備事業基金　　�
２７６万円博物館建設基金　　�
２,４７４万円緑化基金　　�
４８万円図書館建設基金　　�

３,０００万円土地開発基金　　�
９７１万円　　現　　　金
２,０２９万円　　土　　　地
４００万円 国民健康保険高額療養費資金貸付基金　　�
５１万円国民健康保険事業運営基金　　�

１,３１６万円介護保険給付費準備基金　　�

市有財産

支出率収入率支 出 済 額収 入 済 額
歳入・歳出
予 算 現 額

　　 　 区 分
会 計 名　 　 　

４４.１５１.４１０７億６,６９８１２５億３,５６２２４３億９,７９７一 般 会 計

４２.０３４.４７４億６,６６０６１億２,６２３１７７億９,０８２特 別 会 計 合 計

４５.３３１.０２９億８,３３６２０億４,１７２６５億８,１１６国民健康保険特別会計

４５.５４１.６２４億２,７８８２２億２,１７５５３億３,６１０老人保健医療特別会計

３８.９３８.３１２億１,６６８１１億９,８５１３１億３,１６０介護保険特別会計

３２.８２３.１５億９,７６３４億２,０３５１８億２,２４８公共下水道特別会計

４５.４２３.３３,５１１１,８０４７,７３８駐車場事業特別会計

２４.５２６.８２億　５９４２億２,５８６８億４,２１０受託水道事業特別会計

４３.２４４.２１８２億３,３５８１８６億６,１８５４２１億８,８７９合 計

各会計予算の執行状況 （単位：万円、％）

　

平
成　

年
１
月
分
の
料
金
（
使
用

１７

期
間
に
１
月
１
日
以
後
の
日
を
含
む

も
の
）
か
ら
水
道
料
金
を
改
定
し
ま

す
。

　

今
回
の
改
定
に
よ
り
、
料
金
が
平

均
１
・
３
％
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
新
し
く
口
座
割
引
制
度
が

導
入
さ
れ
ま
す
。
口
座
割
引
制
度
を

併
せ
た
場
合
は
、
平
均
２
・
２
％
引

き
下
げ
に
な
り
ま
す
（
預
金
残
高
不

足
に
よ
る
再
振
替
の
場
合
は
、
割
り

引
き
が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
）。

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
方
は
、
納

入
通
知
書
の
裏
面
に
記
載
さ
れ
て
い

る
金
融
機
関
、
郵
便
局
、
会
計
課
お

よ
び
水
道
課
に
て
申
し
込
み
く
だ
さ

い
（
現
在
、
口
座
振
替
を
利
用
し
て

い
る
方
は
、
手
続
き
を
し
な
く
て
も

割
り
引
き
が
適
用
さ
れ
ま
す
）。

　

減
免
に
つ
い
て
、
減
免
内
容
を
変

更
し
ま
す
。

〔
基
本
料
金
と
１
カ
月
当
た
り　

�
１０

ま
で
の
従
量
料
金
を
減
免
す
る
も

の
〕
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
方
、

「
児
童
扶
養
手
当
」「
特
別
児
童
扶
養

手
当
」
の
い
ず
れ
か
を
受
給
し
て
い
る

方
、「
遺
族
基
礎
年
金
」
を
受
給
し
て

い
る
方
で
、「
母
子
・
準
母
子
福
祉
年

金
」の
受
給
権
を
有
し
て
い
た
方

〔
１
カ
月
当
た
り
５
�
を
超
え
る
使

用
水
量
１
�
に
つ
き　

円
を
減
免
す

１５

る
も
の
〕
公
衆
浴
場
営
業

※
現
在
、
減
免
の
適
用
を
受
け
て
い

る
方
は
、
自
動
的
に
継
続
さ
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
水
道
課
�
（
３
４

８
０
）
０
２
０
１

� ��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

■新水道料金（１カ月）
従量料金（１�につき）

基本料金呼び径 １，００１�
以上

２０１�～
１，０００�

１０１�～
２００�

５１�～
１００�

３１�～
５０�

２１�～
３０�

１１�～
２０�

６�～
１０�

１�～
５�

４０４円３７２円２９８円２１３円２０２円１６３円１２８円２２円０円
８６０円１３�

１，１７０円２０�
１，４６０円２５�

４０４円３７２円２９８円２１３円
３，４３５円３０�
６，８６５円４０�

４０４円３７２円
２０，７２０円５０�
４５，６２３円７５�

４０４円

９４，５６８円１００�
１５９，０９４円１５０�
３４９，４３４円２００�
４８０，１３５円２５０�
８１６，１４５円３００�

１０９円２２円０円

４０�までは
一般用に同
じ
４０�以上は
６，８６５円

公 衆
浴場用

※計算式＝（基本料金＋従量料金の合計額）×１．０５（１円未満の端数は切り捨て）
※新料金と旧料金の両方の料金が適用される期間の料金は、新料金と旧料金の適用される日数に
応じて、日割計算により算出します。
※口座割引制度は、水道料金を口座振替でお支払いの方について、１カ月分当たり５０円に１００分
の１０５を乗じて得た額（使用期間に平成１７年１月１日以後の日を含むもの）を割り引きするサー
ビスです。
※共同住宅扱いの適用を受けている方の２カ月の割引額（１円未満の端数は切り上げ）は５０円×
２月×世帯数×１．０５（消費税相当額を含む）になります。
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〔
日
時
〕
平
成　

年
１
月　

日
�
受

１７

１７

付
時
間
は
午
後
１
時
〜
１
時　

分
３０

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー〔
対

象
〕
平
成　

年
６
月
生
ま
れ
の
幼
児

１５

〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・
問
診

票
・
保
険
証
・
現
在
使
っ
て
い
る
お

子
さ
ん
の
歯
ブ
ラ
シ
※
対
象
者
に
は

個
別
に
問
診
票
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕
平
成　

年
１
月　

日
�
受

１７

１３

付
時
間
は
午
後
１
時
〜
１
時　

分
３０

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー〔
対

象
〕
平
成　

年　

月
生
ま
れ
の
幼
児

１３

１２

〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・
問
診

票
・
目
と
耳
の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
尿
・

保
険
証
※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診

票
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

　

歌
や
手
遊
び
・
お
し
ゃ
べ
り
な
ど

を
と
お
し
て
仲
間
づ
く
り
や
情
報
交

換
を
行
い
ま
せ
ん
か
。

〔
日
時
〕
平
成　

年
１
月　

日
・
２

１７

１１

月
８
日
・
３
月
８
日
（
全
３
回
・
毎

回
火
曜
日
）
午
前　

時
〜
正
午
〔
会

１０

場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕

１
歳
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん

〔
持
ち
物
〕
バ
ス
タ
オ
ル
〔
定
員
〕

　

組
２０
　
〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

月
１２

　

日
�
か
ら
健
康
課
�（
３
４
８
８
）

１５１
１
８
１
へ
。

　

現
在
第
１
子
妊
娠
中
の
お
母
さ

ん
・
お
父
さ
ん
の
た
め
の
講
座
で
す
。

〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

〔
日
時
〕
平
成　

年
１
月
６
日
�
受

１７

付
時
間
午
後
１
時
〜
１
時　

分
（
３

２０

時　

分
終
了
予
定
）〔
会
場
〕
あ
い
と

３０
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
４
〜
６
カ

月
の
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
お
母
さ
ん
・

お
父
さ
ん
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手

帳
・
筆
記
用
具
・
バ
ス
タ
オ
ル
・
赤

ち
ゃ
ん
の
飲
み
物
な
ど

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

　

育
児
に
関
す
る
悩
み
や
相
談
、
も

ち
ろ
ん
お
母
さ
ん
自
身
の
心
や
体
の

こ
と
な
ど
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

保
健
師
、
管
理
栄
養
士
、
歯
科
衛
生

士
等
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
前
９
時　

１２

２２

３０

分
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

１１

３０

あ
セ
ン
タ
ー
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康

手
帳

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

　

都
内
在
勤
（
調
理
業
務
）
の
調
理

師
の
方
は
、
都
内
の
保
健
所
か
ら
届

出
は
が
き
を
受
け
取
り
、　

月　

日

１２

３１

現
在
の
調
理
師
業
務
従
事
者
状
況
に

つ
い
て
、
平
成　

年
１
月　

日
�
ま

１７

１５

で
に
提
出
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
都
福
祉
保
健

局
健
康
安
全
課
�
（
５
３
２
０
）
４

３
５
８

▽
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
（
す

べ
て
の
方
）
は
、
住
所
ま
た
は
就
業

地
を
管
轄
す
る
保
健
所
へ
。

▽
保
健
師
・
助
産
師
・
看
護
師
・
准

看
護
師
・
歯
科
衛
生
士
・
歯
科
技
工

士
（
業
務
に
従
事
し
て
い
る
方
）
は
、

就
業
地
を
管
轄
す
る
保
健
所
へ
。

〔
届
出
期
日
〕
平
成　

年
１
月　

日

１７

１５

�
ま
で
。
届
出
用
紙
は
保
健
所
に
あ

り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
最
寄
り
の
保
健
所

ま
た
は
東
京
都
福
祉
保
健
局
企
画
課

�
（
５
３
２
１
）
１
１
１
１

健
康
診
査

健
康
診
査�

健
康
診
査

健
康
診
査�

■
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

教
　
室

教
　
室�

教
　
室

教
　
室�

健
康
相
談

健
康
相
談�

健
康
相
談

健
康
相
談�

■
３
歳
児
健
康
診
査

■
ぽ
っ
か
ぽ
か
広
場

■
マ
マ
・
パ
パ
学
級

■
育
児
相
談

■
調
理
師
業
務
従
事
者
の
届
け
出
の

該
当
年
で
す

　縄文土器には時期や地域に
よって、実にさまざまなかたち
や文様が見られます。時間の移
り変わりに伴う文様の変化が著
しいため、文様の違いに注目す
れば、細かな時期差を読み取る
ことができますし、同じ時期の
土器でも地域による差が大きく、
同じ文様をもつ土器の広がりを
調べることによって、当時の文
化圏の広がりを考える手掛かり
にもなります。
　写真の２点は弁財天池遺跡か
ら出土した縄文時代中期後半の
土器ですが、形、文様の区画や

モチーフが異なることが分かり
ます。写真左は加曽利Ｅ式土器
と呼ばれ、関東地方に広がる土
器、写真右は曽利式土器と呼ば
れ、甲府盆地を中心とした中部
山岳地方に広がる土器です。
　ひとつの集落跡からはさまざ
まな地域の土器が出土しており、
当時の人々の交流範囲が思いの
ほか広かったことが想定できま
す。

〔問い合わせ〕社会教育課

���������	


か　 そ　 り

広報こまえ　平成１６年（２００４年）１２月１５日　�

　

訪
問
看
護
は
、
主
治
医
の
指
示

に
基
づ
き
、
看
護
師
等
が
訪
問
し

て
療
養
の
世
話
等
を
行
う
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

　

主
治
医
か
ら
の
「
訪
問
看
護
指

示
書
」（
医
師
が
認
め
た
方
が
対
象

と
な
り
ま
す
）
に
基
づ
き
次
の
よ

う
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

▽
病
状
の
観
察

▽
食
事
の
管
理
や
援
助

▽
診
療
の
補
助

▽
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア

▽
保
清
の
管
理
・
援
助

　

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

家
庭
を
訪
問
し
た
理
学
療
法
士
や

作
業
療
法
士
等
が
次
の
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

▽
日
常
生
活
の
基
本
的
動
作
や
能

力
向
上
の
支
援

▽
手
先
の
機
能
訓
練
や
作
業
補
装

具
の
利
用
な
ど
に
よ
る
機
能
訓
練

▽
介
護
負
担
軽
減
の
た
め
の
介
護

方
法
の
助
言

▽
負
担
が
少
な
く
、
快
適
に
過
ご

せ
る
環
境
を
考
え
た
適
切
な
住
宅

改
修
の
た
め
の
助
言

▽
ベ
ッ
ド
、
車
椅
子
、
ポ
ー
タ
ブ

ル
ト
イ
レ
等
、
適
切
な
福
祉
用
具

の
活
用
方
法
の
助
言

　

サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す
る
場
合
は
、

担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
相
談

く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
高
齢
福
祉
課

�

�
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�
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�

	




�

�


�

�

�

�

�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
	
�


�
�


�
�

��������������	�
������

■
育
児
学
級

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ�

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ�

■
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
・
保

健
師
・
助
産
師
・
看
護
師
・
准
看
護
師
・

歯
科
衛
生
士
お
よ
び
歯
科
技
工
士
の

届
け
出
に
つ
い
て

�

�

�

�

�������������������������������

�������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
保
養
と
健
康

増
進
を
図
る
た
め
、
市
と
契
約
し

た
保
養
施
設
を
利
用
す
る
方
に
費

用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

契
約
施
設
は
産
業
生
活
課
で
配

布
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

※
な
お
、「
日
光
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
」
が
閉
館
の
た
め
利
用
施
設
か

ら
削
除
、
新
潟
県
中
越
地
震
に
よ

り
越
後
川
口
「
ホ
テ
ル
蒼
丘
」
は

当
面
の
間
休
業
と
な
り
ま
す
。

〔
利
用
で
き
る
方
〕
６
カ
月
以
上

市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
方
で
、

年
度
内
１
人
に
つ
き
宿
泊
施
設
は

３
泊
ま
で
、
日
帰
り
施
設
は
１
人

２
回
ま
で
助
成
券
を
発
行
し
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
産

業
生
活
課
へ
。

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
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 ■助成金額

日帰り施設民　　宿
旅館・ホテル
・ペンション

　　施設

 区分

５００円１,５００円２,５００円大　人

３００円１,５００円２,０００円小　人

※小人とは、４歳から小学校６年生までです。
※次の�～�のいずれかに該当する人は、上記助
成額に１,０００円が加算されます。なお、日帰り施
設には加算はありません（利用券申請時に�～�
に該当する人は手帳等を提示ください） 。
�満６５歳以上の人
�身体障害者手帳をお持ちの人
�愛の手帳をお持ちの人
�特殊疾病の医療券をお持ちの人または難病手当
の支給を受けている人
�児童扶養手当の支給を受けている人とその家族
�児童育成手当の支給を受けている人とその家族
�生活保護を受けている人
�精神障害者保健福祉手帳をお持ちの人

そ　 り

　

昭
和　

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

５９

　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
を
対

６０象
に
成
人
式
を
開
催
し
ま
す
（
案

内
状
は
１
月
１
日
に
お
届
け
し
ま

す
）。

　

今
年
も
新
成
人
で
企
画
委
員
会

を
発
足
し
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
企

画
を
立
て
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
狛
江
市
の
成
人
式
に
参

加
を
希
望
す
る
市
外
在
住
の
方
を

ご
存
じ
の
方
は
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕
平
成　

年
１
月　

日
�

１７

１０

午
前　

時
か
ら
午
後
２
時
ま
で

１１

〔
会
場
〕
エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル

※
市
内
の
小
・
中
学
校
で
お
世
話

に
な
っ
た
先
生
を
お
招
き
し
た
い

方
は
、
連
絡
先
を
知
ら
せ
て
い
た

だ
け
れ
ば
主
催
者
か
ら
招
待
し
ま

す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課
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�　広報こまえ　平成１６年（２００４年）１２月１５日

〔
日
時
〕
平
成　

年
１
月
１
日
�
午

１７

前
９
時　

分
〜
午
後
４
時　

分
〔
内

３０

３０

容
〕
主
屋
に
福
笑
い
・
す
ご
ろ
く
・

お
手
玉
・
か
る
た
・
百
人
一
首
、
園

庭
に
羽
根
つ

き
・
こ
ま
・
竹

と
ん
ぼ
・
け
ん

玉
な
ど
昔
の
遊

び
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

正
午
と
午
後
１
時
過
ぎ
の
２
回
、

多
摩
川
ば
や
し
保
存
会
の
皆
さ
ん
に

よ
る
「
お
囃
子
・
獅
子
舞
・
踊
り
」

で
新
年
を
祝
い
ま
す
。

　

正
午
ご
ろ
か
ら
大
が
ま
で
蒸
か
し

た
お
饅
頭
を
用
意
し
て
い
ま
す
（
無

く
な
り
次
第
終
了
）。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
む
い
か
ら
民
家
園

�
（
３
４
８
９
）
８
９
８
１
（
水
・

木
曜
日
は
休
園
で
す
）

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
前
９
時　

１２

２０

３０

分
〜　

時　

分
※
無
く
な
り
次
第
終

１１

３０

了
し
ま
す
〔
会
場
〕
狛
江
駅
前
緑
の

三
角
広
場

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課

〔
日
時
〕　

月　

日
�
▽
第
１
部
午

１２

２４

後
３
時　

分
か
ら
▽
第
２
部
５
時　

３０

４５

分
か
ら
〔
会
場
〕
エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル

〔
協
力
券
〕
一
般
１
�
０
０
０
円
、

学
生
５
０
０
円

〔
問
い
合
わ
せ
〕
実
行
委
員
会
・
伊

藤
�
０
９
０
（
１
４
５
５
）
９
０
５

３〔
日
時
〕
平
成　

年
１
月　

日
�
・

１７

１２

　

日
�
・　

日
�
午
後
１
時　

分
〜

２０

２６

３０

４
時
〔
会
場
〕
調
布
市
文
化
会
館
た

づ
く
り
〔
内
容
〕
�
味
覚
と
食
習
慣

�
食
品
の
安
全

性
�「
牛
乳（
減

塩
）
う
ど
ん
づ

く
り
」
の
実
習

と
味
覚
チ
ェ
ッ

ク
の
３
日
間
の
実
習
と
講
座〔
講
師
〕

コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
技
術
教
育
研
究
会

の
佐
藤
典
子
さ
ん
、
福
岡
ひ
と
み
さ

ん
、
沢
木
佐
重
子
さ
ん
〔
定
員
〕
各

回　

人（
狛
江
市
９
人
）〔
持
ち
物
〕筆

２４
記
用
具
・
タ
オ
ル
・
エ
プ
ロ
ン
※
い

ず
れ
か
１
日
の
み
の
参
加
も
可
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
産
業

生
活
課
へ
。

〔
日
時
〕　

月　

日
�
・　

日
�
午

１２

２０

２１

前　

時
〜
午
後
４
時
〔
会
場
〕
狛
江

１０
市
ビ
ン
・
缶
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

〔
参
加
費
〕
１
０
０
円
〔
持
ち
物
〕

き
つ
く
な
っ
た
上
着
等
・
裁
ち
ば
さ

み
・
小
ば
さ
み
・
糸
・
チ
ャ
コ
・
裁

縫
道
具
・
も
の
さ
し
・
筆
記
用
具

〔
定
員
〕
各
日　

人
１０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

日
１５

�
か
ら
清
掃
課
へ
。

〔
日
時
〕
平
成　

年
１
月　

日
〜
３

１７

１５

月
５
日
（
全
６
回
・
土
・
日
曜
日
）

〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
ほ

か
〔
対
象
〕
団
体
の
運
営
に
関
わ
っ

て
い
る
方
、
新
た
に
団
体
を
つ
く
り

た
い
方
、
運
営
サ
ポ
ー
ト
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
関
心
の
あ
る
方
〔
内
容
〕

団
体
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
方
法
、
広

報
・
Ｐ
Ｒ
な
ど
全　

科
目
〔
費
用
〕

１１

３
�
０
０
０
円

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
こ
ま

え
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
�（
３

４
８
８
）
０
２
９
４
へ
。

〔
対
象
〕
身
体
障
害
者
手
帳
２
・
３

級
程
度
の
聴
覚
障
害
者
ま
た
は
言
語

障
害
者
〔
利
用
時
間
〕
午
前
８
時　
３０

分
〜
午
後
９
時
〔
利
用
回
数
〕
原
則

と
し
て
４
時
間
を
１
回
の
単
位
と
し

て
１
カ
月
に
４
回
ま
で
（
要
約
筆
記

者
の
交
通
費
、
入
場
料
な
ど
は
利
用

者
負
担
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
市
社
会
福
祉

協
議
会
�
（
３
４
８
８
）
０
２
９
４

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
、
フ
リ
ー
ウ
エ

イ
ト
ル
ー
ム
、
ス
ポ
ー
ツ
健
康
づ
く

り
相
談
は
、　

月　

日
�
は
休
室
と

１２

２７

な
り
ま
す
。
ま
た
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、

健
康
体
操
は
、
平
成　

年
１
月
５
日

１７

�
は
お
休
み
と
な
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
体
育
課
�
（
３
４

３
０
）
１
１
４
１

〔
日
時
〕
平
成　

年
１
月　

日
�
午

１７

２３

前
９
時
か
ら
〔
資
格
〕
市
内
在
住
・

在
学
・
在
勤
・
在
ク
ラ
ブ
の
方
〔
試

合
方
法
〕

予
選
リ
ー

グ
後
、
同

順
位
に
よ

る
リ
ー
グ

戦
〔
参
加

費
〕
１
組
１
�
５
０
０
円
（
申
し
込

み
時
）〔
定
員
〕
先
着　

組
２４

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

月
１２

　

日
�
ま
で
に
申
込
書
を
上
和
泉
地

２３域
セ
ン
タ
ー
�
（
３
４
８
９
）
９
１

０
１
へ
。

〔
日
時
〕
平
成　

年
２
月
６
日
�
午

１７

前
９
時
〜
午
後
５
時
〔
会
場
〕
市
民

総
合
体
育
館
〔
対
象
〕
小
学
生
〜
高

校
生
〔
定
員
〕
先
着　

人
〔
指
導
〕

８０

岡
山
恭
崇
さ
ん
（
元
全
日
本
代
表
）

〔
参
加
費
〕
５
�
０
０
０
円

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
郵
送

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
〒
２
０
１
―
０
０

０
３
和
泉
本
町
１
―　

―　

小
谷

２１

１４

�
・
�
（
３
４
８
９
）
５
４
７
８
へ
。

〔
日
時
〕平
成　

年
１
月　

日
�〔
会

１７

１６

場
〕
市
民
総
合
体
育
館
〔
種
目
〕
混

合
ダ
ブ
ル
ス
１
〜
３
部
、
壮
年
の
部

〔
対
象
〕
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
ま
た
は
狛
江
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協

会
登
録
会
員〔
参
加
費
〕 １
ペ
ア
２
�

４
０
０
円
（
会
員
２
�
０
０
０
円
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
３
日

�
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
０
１
―
０

０
０
３
和
泉
本
町
３
―　

―
５
押
見

１３

�
（
３
４
８
９
）
２
０
３
０
へ
。

■
川
崎
市
立
図
書
館
と
相
互
利
用
協

定
を
結
び
ま
し
た　
　

月
１
日
�
か

１２

ら
市
内
在
住
の
個
人
の
方
は
、
川
崎

市
立
図
書
館
の
資
料
の
貸
し
出
し
の

ほ
か
、
新
た
に
予
約
（
リ
ク
エ
ス
ト

を
除
く
）
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
〔
利
用
方
法
〕
川
崎
市
立
図
書

館
の
登
録
が
必
要
で
す
。
住
所
・
氏

名
等
の
確
認
が
で
き
る
も
の
（
健
康

保
険
証
・
運
転
免
許
証
等
）
を
持
参

し
、
登
録
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
〔
貸

し
出
し
〕
本
は　

冊
ま
で
、
Ｃ
Ｄ
は

１０

３
点
ま
で　

日
間
〔
返
却
〕
川
崎
市

１５

立
図
書
館
へ
返
却
く
だ
さ
い
。

セ
ミ
ナ
ー�

■
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

■
あ
い
と
ぴ
あ
カ
レ
ッ
ジ
・
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
〜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

市
民
活
動
団
体
の
運
営
を
学
ぶ
〜

■
古
布
再
生
お
直
し
に
挑
戦
〜
幅
だ

し
編
〜

■
平
成　

年
度
調
布
市
・
狛
江
市
・

１６

東
京
都
多
摩
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
共

催
商
品
テ
ス
ト
講
座
〜
考
え
て
い
ま

す
か
、
食
生
活
と
そ
の
実
態
〜

■
川
口
町
被
災
者
救
援
ク
リ
ス
マ
ス

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

■
市
民
総
合
体
育
館

■
要
約
筆
記
者
派
遣

�
�
�
�
�
��

�
�
�
��

�
�

��

　

元
和
泉
市
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
へ

向
か
う
道
に
面
し
た
と
こ
ろ
に
、

■
古
民
家
園
の
お
正
月

催
　
し�

�

■
狛
江
産
野
菜
直
売

お
知
ら
せ�

ス
ポ
ー
ツ�

■
第
９
回
狛
江
レ
デ
ィ
ー
ス
ダ
ブ
ル

ス
卓
球
大
会

■
狛
江
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
新
春
初
打

ち
大
会

図
書
館�

�

◎
中
央
図
書
館

　
　
　

�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
４

こ
の
公
園
は
あ
り
ま
す
。

　

面
積
は
９
８
５
�
と
大
き
く
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
懸
垂
平
行
棒
や

腹
筋
ベ
ン
チ
な
ど
、
市
内
の
他
の

公
園
で
は
見
か
け
な
い
珍
し
い
も

の
が
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

　

見
通
し
の
よ
い
広
場
で
は
、
子

ど
も
た
ち
が
縄
跳
び
で
遊
ぶ
姿
も

時
折
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
環
境
改
善
課

訂　
　
　

正

　
　

月
１
日
号
掲
載
「
エ
コ
ル
マ

１２
ホ
ー
ル
主
催
公
演
」
の
写
真
が
重

複
し
て
い
ま
し
た
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
情
報
課

■
映
画
会
「
ミ
ッ
キ
ー
の
ク
リ
ス

マ
ス
の
贈
り
物
」　
〔
日
時
〕　

月
１２

　

日
�
午
後
２
時
か
ら
〔
対
象
〕

２２小
学
生
（
幼
児
保
護
者
同
伴
可
）

■
一
輪
車
検
定

〔
日
時
〕　

月
１２

　

日
�
午
後
３

２５時　

分
〜
４
時

３０

■
ふ
れ
あ
い
の
音
楽
会　

ク
リ
ス

マ
ス
ソ
ン
グ
を
中
心
と
し
た
音
大

生
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
〔
日
時
〕

　

月　

日
�
午
後
３
時
〜
４
時

１２

２２

〔
対
象
〕
小
学
生
（
幼
児
保
護
者

同
伴
可
）

■
す
く
す
く
測
定　
〔
日
時
〕　

月
１２

　

日
�
・　

日
�
午
前　

時　

分

２１

２４

１０

３０

〜　

時　

分
、
午
後
２
時
〜
３
時

１１

３０

〔
対
象
〕
乳
幼
児
親
子

◎
和
泉
児
童
館

　
　

�
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

◎
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　

�
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

���������������������������������������������������������������������������������������������������

◎
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

�
（
５
４
３
８
）
６
６
０
６



平平成成１１７７年年 ～～ここままええののオオブブジジェェ～～

和泉式土器和泉式土器

10
October

土金木水火月日
１　
８７６５４３２
１５１４１３１２１１１０９
２２２１２０１９１８１７１６
２９２８２７２６２５２４

３１

マイファミリーマイファミリー

土金木水火月日
２１
９８７６５４３
１６１５１４１３１２１１１０
２３２２２１２０１９１８１７
３０２９２８２７２６２５

7
July

4
April

土金木水火月日
２１
９８７６５４３
１６１５１４１３１２１１１０
２３２２２１２０１９１８１７
３０２９２８２７２６２５２４

多摩川決壊の碑多摩川決壊の碑

土金木水火月日
１　
８７６５４３２
１５１４１３１２１１１０９
２２２１２０１９１８１７１６
２９２８２７２６２５

1
January

谷戸橋公園谷戸橋公園

3
March

土金木水火月日
５４３２１　
１２１１１０９８７６
１９１８１７１６１５１４１３
２６２５２４２３２２２１２０

３１３０２９２８２７

和泉中央児童遊園和泉中央児童遊園

2
February

土金木水火月日
５４３２１　
１２１１１０９８７６
１９１８１７１６１５１４１３
２６２５２４２３２２２１２０

２８２７

狛江第一小学校跡地狛江第一小学校跡地

万葉乙女像万葉乙女像

土金木水火月日
４３２１
１１１０９８７６５
１８１７１６１５１４１３１２
２５２４２３２２２１２０１９

３０２９２８２７２６

6
June

光の塔光の塔

5
May

土金木水火月日
７６５４３２１
１４１３１２１１１０９８
２１２０１９１８１７１６１５
２８２７２６２５２４２３２２

３１３０２９

TO THE SKY '90TO THE SKY '90

土金木水火月日
６５４３２１　
１３１２１１１０９８７
２０１９１８１７１６１５１４
２７２６２５２４２３２２２１

３１３０２９２８

8
August

土金木水火月日
３２１
１０９８７６５４
１７１６１５１４１３１２１１
２４２３２２２１２０１９１８

３０２９２８２７２６２５

9
September

前原公園のとんぼ前原公園のとんぼ

駄倉橋跡駄倉橋跡

土金木水火月日
５４３２１　
１２１１１０９８７６
１９１８１７１６１５１４１３
２６２５２４２３２２２１２０

３０２９２８２７

11
November

12
December

土金木水火月日
３２１
１０９８７６５４
１７１６１５１４１３１２１１
２４２３２２２１２０１９１８
３１３０２９２８２７２６２５

野川北公園野川北公園

２３
30
２４
３１

２４
３１

２３
30


